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落花生の開花結実習性に関する研究

青山松実・海老原武士

1　緒　　　言
　本県は干葉，茨城につぐ落花生の主産県で，その栽

培面積も年々増大しているが，気象的には大粒種の栽

培北限といわれ，収量は他県に比してかなり低い状態

にある。この点については一般に気温不足による子実

の充実不良と考えられているが，上萸の着爽数が少な

い点については認識されていないように思われる・英

実の充実過程については多くの報告があるが，暖地の

千葉においても大粒種の充実には開花後100日1）が

必要であるとされている。したがって秋冷のために収

穫期が早い本県の場合は，充実期間の不足，その間の気

温不足の影響をより強くうけることが推察され，生育

後期の諸条件の良否が収量におよぼす影響もかなり大

きいものと考えられる。一方，落花生は他作物にみら

れない特殊の結実習性をもち，地下結実という授精形

態を長期間とるために上英，中爽，下棊を生じ，また

その結萸，結実現象は開花期の早晩，または気象的土

壌的，栽培的条件によって大きく影響されることが多

くの報告2）5）4）6）により明らかにされている。

落花生栽培では充実の十分な上爽を多数着爽させるこ

とが大切であるから，上英の着爽習性を明らかにする

ことは栽培上きわめて重要である。落花生の開花結実

習性についてはすでに藤吉氏ら2）の報告があるが，

いずれも暖地帯での調査結果であり，大粒種の北限地

帯としての開花結実習性については明らかにされてい

ないので，この点についての調査を行ない，ほぼその

結果をえたので，ここに報告する。

　本調査にあたり，材料の提供を賜った千葉県農業試

験場竹内重之室長に対し厚く感謝の意を表する。

Ⅱ　材料および方法

　品種は干葉半位（大粒，中間性），ジャワ15号（小

粒，立性）の2品種を用い，干葉半立は1960年および

1961年に，ジャワ13号は1961年に調査を行なった。調

査株は標準栽培された圃場から，それぞれ生育中庸な

4株を厳選し，そのとり扱いは損傷を与えぬよう調査

時および管理面ではとくに注意した。調査は開花始よ

り終花期に至るまで，毎日，枝別，節位別に開花図と

して記録し，収穫時の結爽調査はこの開花図と符合さ

せて行なった。英の分類はつぎの基準によった。

　M完熟爽……2粒または1粒が完熟子実を有する

　　　　　　　もの
　1　中熟葵……2粒とも完熟していないが子実が中

　　　　　　実の段階のもの
　N　未熟泰……生英で子実が下実の段階のもの

　R　腐敗簾……病害虫により腐敗したもの

　丁　子房柄……子房柄が伸長しただけで地下侵入し

　　　　　　　なかったもの
　F　不授精花…開花のみで子房柄の伸長をみなかっ

　　　　　　　たもの
　播種は本場畑地（洪積層，埴壌土）に5月25日裸地

播とし，栽植密度（畦巾×株間）は干葉半立60cm×50

㎝，ジャワ15号60cm×20cmで，いずれも2粒播1本仕

立を行なった。　施肥量は10㎡当り堆肥4。0㎏，硫安

0．14kg，過石0．15kg，熔燐0．26kg，塩加0。12kg，石灰

0．75kgを基肥として用い，収穫は干葉半立10月15日，

ジャワ15号は10月5日に行なった。

Ⅲ　結果および考察

1　千薬半立
　千葉半立は1960年および1961年に調査を行なった。

両年の気象経過の差異は，気温では1960年が全般的な

高温であったのに対し1961年は8月上旬の低温を除

くきわめて顕著な高温があげられ，降水量では1960年

が8月中旬時の多雨を除く顕著な寡雨のため，とくに

5月下旬から8月上旬までの土壌乾燥が甚しかったの

に対し，1961年は6月下旬（10月上旬）時の多雨を除

く顕著な寡雨のため，とくに7月下旬から9月下旬ま

での土壌乾燥が甚しかった。日照は1960年が8月中旬

を除く全般的な多照であったのに対し，1961年は前年

とほぼ同様であったが6月下旬，10月上旬の寡照が目

立った。1961年には，特殊気象として7月中旬末と8

月上旬に一時的低温（気温急降）が認められた。

（1）分枝の発生状況と開花の順序

　　分枝の発生は主茎の子葉節から第1枝，第2枝が

　対生して生じ，順次本葉節から第5，第4，第5枝

の順に多くの第一次分枝を生ずる。第5表によれば，

開花する分枝の最高主茎節は1960年，1961年とも10節

までである。第1次分枝は栄養節群（第2次分枝節群）

と結果節群からなり，互に2～4節毎に配列され，第

1枝，第2枝では開花最高節が平均18節、第5枝では

平均15節，第4枝では平均15節までで，上位の分枝ほ
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ど着花節位が基部に近くなる。この場合，196咋に

は着花節位の低下が認められる。第2次分枝の結果

節も同様に1～5節毎に交互に配列され，開花最高

節は第1枝，第2枝では平均7節，第5枝，第4枝

では平均5節までで第1次分枝に比して着花節の低

下が目立二・）。第5次分枝には第4次分枝の発生はみ

られず，1～2節毎に結果節が配列され，開花は第

1枝，第2枝の第5次分枝にのみ着花し，開花最高

節も2節までと低い。

　開花は下枝（第1次分枝）の主茎に近い結果節か

ら始まり，徐々に基部に近い第2次分枝の結果節に

移行する。これは第1枝，第2枝において最も早く，

第5枝，第4枝の順におくれて咲き始める。干葉半

立の場合，主茎節には藩花することはない。以上の

分枝形態は高橋氏ら5）の報告と大差はみられない

が，結果節数において，やや少ない傾向が認められ
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（2）開花時期と開花数

　第1図に示すとおり，開花は7月上旬に始まり9

　月上旬に終る。開花期間は平均70日で，一株平均の

　総開花数は1960年は425花，1961年は572花で1960年

　の開花が多い。このうち，第1枝，第2枝の開花数

　は弱～54％で最も多く，第5枝，第4枝は平均9％

　でこれにつぎ，第5枝以上は7～10％と少ない。

　開花数の時期的推移は，！960年では7月20日までは緩

　慢に増加するが，その後急増し，8月の第2半旬に

　最高を示し8月後半以降急激に減少した。これは第

　1枝，第2枝にとくに顕著にみられる。19G1年では

　8月第2半旬の開花数が減少したため，開花最高時

　期が8月第1半旬と第5半旬の二つの山型としてあ

　らわれ，前年より約半旬おくれて急激に減少した。

　1結果節当りの平均開花数は，第1枝，第2枝の結
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果節（第1次分枝）では平均4花（1961年では平均

5花），第2次分枝は2～5花（1961年では平均2

花），第5次分枝は1～2花を着生し，また第5枝，

第4枝の結果節（第1次分枝）では5～4花，第2

次分枝は平均2花を着生した。しかし，各分枝とも

枝の先端に行くほど開花数は減じ，先端は1～2花

しか着生しない。

　1961年の開花数が1960年より少なかったのは，開

花の最盛期と判断される8月第2半旬の開花数がき

わめて減少したためと考察され，これは8月上旬の

一時的低温』（気温急降）の影響と思われる。この場

合，開花数の減少が第2次分枝にあらわれることが

第2表から認められ，また第1次分枝，第2次分枝

の開花節位の低下が認められた。

（3）結実状況

　枝別の結実状況は第1表に示すとおりで，一・株当

りの着萸数は1960年が多く子実重は1961年が高い。

完熟爽は第1枝，第2枝が57～41％で最も多く，第

5枝，第4枝は9～15％でいずれも開花数にほぼ比

例しているが，1961年では第1枝，第2枝の完熟爽

比率が高くなっている。子実重にも同様の傾向がみ

られ，第1枝，第2枝には子実全重の54～40％が着

生した。第5枝以上には完熟萸は着生せず，中熟爽

もほとんどみられない。開花数に対する各階級の割

合は，1960年では開花だけで終ったもの⑪10．6％，

子房柄が地下侵入しなかったもの①50．6彩，子房柄

が地下侵入した58．8％のうち，完熟英⑭および中熟

萸①は，それぞれ10．1％，11．5％であり，他の14．8％

が未熟爽に終った。1961年ではF：25．0彩，T：58

．5％，地下侵入した16．5勉のうち，M：8．9彩，　1

　5．8％で他の2．7％が未熟爽であり1960年に比して

中熟萸，未熟爽の比率の低下が顕著に認められたQ
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枝別開花数と結実程度（千葉半立）
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ら，単に上記の理由だけによるものとは考えられな

い。藤吉氏ら2）は子実発育の生理的な研究を行ない，

通常，花芽の分化数は開花数より多いが，開花段階

ではその一部が消失する点をあげ，上莱が初期着萸

に多く後期に少ないのは栄養状態の差によるものと

しているが，上記についてもこれと類似の現象と考

　これを枝別にみると，第1枝から第4枝まではこ

の割合に大差がみられないが，第5枝以上は子房柄

の割合がきわめて高い。これは第5枝以上の開花位

置が地面と距っており，また開花時期も遅いためと

思われたが，第5枝で8月上旬に開花授精した子房

柄が2～5㎜程度で停止しているものが多い点か
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えられる。

第2表は第1次，第2次，第5次分枝の各結果節

における開花数と完熟英数，中熟英数を表わしたも

のである。第1表において，第1枝と第2枝に多数

第2表

の完熟英が着生する点を明らかにしたが，次別分枝

の関係を第2表からみると，開花数は第2次分枝が

第1分枝よりやや多く，第5次分枝はきわめて少な

いo

枝別・次別開花数と結爽数との関係（千葉半立）

年次
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　しかし，完熟爽，中熟英は第1次分枝が最も高い

結爽数を示し，第2次分枝はこれにつぎ，第5次分

枝には殆んど着生しない。ここで，1961年の第2次

分枝開花数が第1次分枝開花数と大差ない点は1960

第5表

年と相違する点である。

以上により，完熟泰，中熟英が最も多く着生する

のは，第1枝，第2枝の結果節と認められた。

開花節位と結爽節位との関係（干葉半立）

年次
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第ろ次分枝 2 1t2112

（註）　結葵節位の上段は結英最高節位，下段の（　）は結爽最多節位

　第2表において，とくに第1枝および第2枝の結

果節に多数の完熟爽が着生する点を明らかにしたが

完熟爽の着爽節位を第5表よりみると，多数の完熟

爽をつける結果節は下位にあり，第1枝，第2枝で

は平均5節までとなっている。完熟英の着英節位の

限界は第1枝，第2枝では平均8戸》11節までであり

第5枝，第4枝では，その限界が4節程少なくなっ

ている。年次による相違点としては，1961年の開花

および結爽の最多節位が1960年より低下している点

があげられる。結爽数と子実重には両年に相反する

傾向が認められ，1960年に着爽増が認められながら

子実重の低下が認められた。両年次の干魅時期は，

一肖

1960年が8月以前であったのに対し，1961年は8月

以降に顕著であり，藤吉氏ら2）は後者の場合に子

実の充実不良が誘起される点を明らかにしたが，上

記の結果がこの点で一致しないのは両年次の完熟英

数に大差がなく，かつ下実歩合がほとんど認められ

ないことから，1961年はきわめて顕著な高温により

子実の充実が十分に行なわれたものと考えられる。

（4）開花の時期と結実程度との関係

　第2図および第5図から開花の時期と結実程度と

　の関係をみると，完熟爽の着英時期は開花数の増加

　にともない漸次増加し，7月の第5，第6半旬のも

μ
細
融
撫
駕
恥
㌶
ゆ
拘別

1960

①
⑦

1961

　　総、鐡，

’窮　　　　　　　　　　　愛覧

’を　　㊦　　望

Z34夕612・34．y‘’　2，3“36／23¢56！
一7臼一一宮貝一鵯一マ目一 一3日一」領
　　　第2図　開花期と結実程度との関係（階級別推移）

のが最高を示し（1961年では7月第4，第5半旬），

以後漸次減少して8月上旬開花のものまで（1961年

では7月下旬開花のものまで）わずかにみられた。

　このことから，完熟英に発育する可能性をもつ開

花時期は，7月上旬より8月上旬までの40日間であ

り，とくに多数の完熟葵が得られる開花の時期は，

7月上旬から7月下旬までの約1ヵ月間と考察され

る。1961年度において，有効開花期間の短縮が顕著

であったのは，干魅による影響と思われ、このこと

は中熟英，未熟爽の結爽率がきわめて少ないことか

らも判断される。

　第5図がら時期別の開花数に対する各階級の比率

をみると・完熟英の比率は開花初期ほど高く，7月

下旬に急に低くなり，反面，中熟爽，未熟英の割合

が高くなる。また，同時に子房柄が急増し，不授精

花も増加の傾向をとった。腐敗爽は完熟爽の発生期

間内に若干の発生が認められた。両年次の大きな差

としては，1960年が中熟萸，未熟爽の比率が大きい

のに対し，1961年は小さく　また1961年の子房柄お

よび不授精花の発現が，1960年に比しかなり初期か

ら発生した点があげられる。

　干葉半立の有効開花時期について，高橋氏ら6）

は7月上旬から8月中旬まで完熟爽が着爽すること

を報じ，西村氏ら5）も同様の結果を報告しているが，

本県においてはこの期間が8月上旬までとされ，有

効開花期間はきわめて短縮されている。これは本県

における気温が充実期間を通じて干葉より低温であ

り，かつ，その収穫時期が秋冷のために10月中旬ま
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嚇

でとされているから，その充実のためには，より多

くの口数を要することとなり，有効開花期の終期が

千葉より早まったためと考察される。

　以上に、より，千葉半立において栽培上留意すべき

事項は次の点と考えられる。開花結英の状態から栽

培上最も重要な分枝は第1次分枝の第1枝　第2枝

であり，また多数の完熟萸が得られる開花時期は草

量の小さい7月上旬から7月下旬までの生育の初期

であり，さらに開花初期ほど完熟爽比率が高いか

ら，初期の開花増に有効な栽培措置がきわめて重要

と考えられる。

2　ジャワ13号
　落花生品種分類上の1タイプであるスパニッシユ型

は，その早熟性のために秋国県においても栽培が可能

とされているが，本県においては大粒種の導入が気温

的に困難な地帯が多く，このためこのタイプについて

の調査をジャワ15号を用い1961年に行なった。

（1）分枝の発生状況と開花の順序

　分枝の発生は主茎の子葉節から第1枝，第2枝が

　対生して生じ，順次，本葉節から第1次分枝を生じ

　第6枝まで着生する。ジャワ15号は干葉半立と異り

　主茎節にも直接着花するが，その最高主茎節は平均

　18節までで，干葉半立の最高着花分枝より節位が高

　い。第1次分枝は基部の2～5節に第2次分枝を生じ，

　他はほとんど結果節で占められるが，まれに5～7

　節の結果節のあとにさらに第2次分枝を1～2節発

　生する。ジャワ15号の場合，第5次分枝の発生は認

　められない。開花の最高節位は，第1枝，第2枝で

　は平均15節，第5枝，第4枝ではそれぞれ平均10節

　平均9節までで，上位の分枝ほど著花節位が低下す

　る。第2次分枝においては，開花最高節は第1枝，

　第2枝では平均4～5節，第5枝，第4枝では各2

　～4節までで第5枝までは開花するが，第1次分枝

　に比して着花節の低下が顕著であり，干葉半立とは

　かなり異る。開花は第！枝から第5枝までの主茎に

　近い結果節からほぼ一斉に開花を始め，順次，枝先

　および主茎の先端に移行する。

（2）開花時期と開花数

　第4図に示すとおり，開花は7月上旬に始まり9

　月上旬に終る。開花期間は平均70日で一株平均の総

　開花数は281花であり，干葉半立よりはるかに少な

　い。このうち，第1枝，第2枝の開花数は22～24％

　第5枝，第4枝は11％，第5枝以上は52％で，干葉

　半立に比し第5枝以上の開花増が目立つ。開花数の
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時期別推移は7月25日まではきわめて緩1曼だが，そ

の後急増し，7月第6半旬，8月第1半旬に最高と

なり，以後急激に減少した。これは第1枝，第2枝

にとくに顕著にみられ，第5枝以上は後期の開花増

が認められた。1結果節当りの平均開花数は，第1

枝，第2枝の結果節（第1次分枝）では平均4花，

第2次分枝は平均2花を着生し，また第5枝，第4

枝の結果節（第1次分枝）では平均5花，第2次分

枝は2～5花を着生した。開花数は枝の先端ほど減

少したが，その程度は千葉半立ほど顕著ではない。

ジャワ15号の場合，低温による8月第2半旬の開花

数減少が千葉半立ほど極端でなかったのは，スパニ

ッシュ型としての品種の特性によるものと思われ

る。

（31結実状況
　枝別の結実状況は第4表に示すとおり，完熟英は

第1枝，第2枝が25～27％，第5枝，第4枝では14

％，第5枝以上は25％で，いずれも開花数と比例し

ているが，千葉半立より上位枝の着英増が目立ち，

とくに第6枝および主茎8節まで完熟英が着生した

点は千葉半立と異る点である。

　開花数に対する各階級の割合は，開花だけで終っ

たもの⑲50．6彪，子房柄が地下侵入しなかったもの

①56．0彩，子房柄が地下侵入した15．6彩のうち，完

熟黄⑭7．8％，中熟英①2．8％で，他の2．8％が未熟

爽に終った。これを枝別にみると，各枝ともこの割

合に大差がみられず，また腐敗爽の発生が全くなく，

これらは干葉半立との相違点と認められた。

項目

　　第4表
第一次分枝　　開花数

　　　1
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第5表　　　　枝別，次別開花数と結爽数との関係（1961，ジャワ15号）
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　第5表は第1次・第2次・第5次分枝の各結果節に

おける開花数と完熟爽数，中熟爽数を表わしたもので

ある。第4表においてジャワ15号の場合，完熟爽は下

枝にやや多い傾向は認められるが，その差は干葉半立

ほど明瞭でない点を明らかにしたが，次別分枝の関係

を第5表からみると，開花数は第2次分枝が第1次分

第6表

枝より多く，とくに第5枝以上にこの傾向が著しい。

しかし完熟黄は第1次分枝に多く，中熟爽では次別の

差はほとんど認められない。以上のことから，完熟英

が多く着生するのは．第1枝・第2枝の結果節と第2

次分枝，さらに第5枝から第6枝に至る結果節と認め

られた。

開花節位と結爽節位との関係（1961。ジャワ15号）

分枝の次別
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（註）　結爽節位の上段は結英最高節位，下段の（　）は結爽最多節位

第5表において，完熟爽が多く着生する部位を明ら

かにしたが，この点の着簾節位を第6表よりみると，

多数の完熟英をつける結果節は下位にあり，第1枝・

第2枝では4～5節となっている。完熟爽の着英節位

の限界は，第1枝・第2枝では平均5節までであり，

第5枝・第4枝ではその限界が2節ほど少なくなって

いる。
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　干葉半立と比較し，その着萸節位が低く，主茎の基

部問近に着萸する点が相違点としてあげられる。

14）開花の時期と結実程度との関係

第5図から開花の時期と結実程度との関係をみる



と，完熟爽の着爽時期は開花初期ほど多く，開花数の

増加にともない漸次減少し7月下旬開花のものまでわ

ずかにみられた。このことより，完熟爽に発育する可

能性をもつ開花時期は7月上旬より7月下旬までの50

日間であり，とくに多数の完熟爽がえられる開花の時

期は7月上旬から7月中旬までの約20日間と考察され

る。この点は干葉半立の有効開花期間と対比してきわ

めて大きな相違点と認められる。これは中熟英の結葵

率がきわめて低いことから判断して，干魅による影響

を強くうけたものと判断される。各英の発現は中熟爽

は完熟爽より，未熟英は中熟爽より多少遅れて発生

し，子房柄は初期開花のものから発生がかなり認めら

れた。その発現状態および発生量は，1961年の干葉半

立の場合とほぼ同様であったが，不授精花は全期間を

通じてきわめて多く生じ，この点が千葉半立と大差を

示した。

　第6図から，時期別の開花数に対する各階級の比率

をみると，完熟英の比率は開花初期ほど高く7月の第

5半旬に急に低くなり，反面，不授精花，子房柄が急

増した。中熟爽，未熟爽はその英数が少なく，比率的

にはほとんど問題にならない。

W摘 要

1．大粒落花生の栽培北限とされる本県において，そ

　の開花結実習性を干葉半立（1960年，1961年）およ

　びジャワ15号（1961年）を用い検討した。

2．千葉半立における分枝形態は2力年とも同様であ

　ったが，1961年では第2次分枝の開花数減少，第1

　次分枝の完熟英数減少，第1次および第2次分枝の

　開花結英節位の低下がみられた。開花盛期は8月第

　2半旬を中心とするが，有効開花期間はそれ以前に

　あり，1960年では7月上旬から8月上旬まで，1961

　年では7月上旬から7月下旬までで，千葉県に比し

53

　有効花の限界が10日ないし20日早まることを検知し

　た。完熟英の比率は開花初期ほど高く，開花終期に

　はほとんどが子房柄，不授精花で占められた。第1

　枝および第2枝は収量構成上重要な分枝である。

5．ジャワ15号における分枝形態は干葉半立と相違

　し，第5枝以上の分枝と主茎節における開花数，結

　英数はその占める割合においてかなり高い．全体に

　開花数，結英数は千葉半立より少なく，結実状況も

　子房柄，不授精花の発生がきわめて多い。ジャワ15

　号の開花盛期は7月第6半旬から8月第1半旬を中

　心とするが，1961年の気象条件下では一その有効開

　花期間は7月上旬から7月第5半旬まででありきわ

　めて短い。完熟爽の結英率は開花初期ほど高く，不

　授精花も開花初期からかなり多く発生した。収量構

　成上重要な分枝は，第1枝より第5枝までである。

4．以上から，本県における落花生栽培上留意すべき

　点として，両品種とも，初期の開花増に有効な栽培

　措置をとることがきわめて重要と認められる。
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落花生の開花結実習性に関する研究

青山松実・海老原武士

1　緒

日

　本県は干葉，茨城につぐ落花生の主産県で，その栽

培面積も年々増大しているが，気象的には大粒種の栽

培北限といわれ，収量は他県に比してかなり低い状態

にある。この点については一般に気温不足による子実

の充実不良と考えられているが，上萸の着爽数が少な

い点については認識されていないように思われる・英

実の充実過程については多くの報告があるが，暖地の

千葉においても大粒種の充実には開花後100日1）が

必要であるとされている。したがって秋冷のために収

穫期が早い本県の場合は，充実期間の不足，その間の気

温不足の影響をより強くうけることが推察され，生育

後期の諸条件の良否が収量におよぼす影響もかなり大

きいものと考えられる。一方，落花生は他作物にみら

れない特殊の結実習性をもち，地下結実という授精形

態を長期間とるために上英，中爽，下棊を生じ，また

その結萸，結実現象は開花期の早晩，または気象的土

壌的，栽培的条件によって大きく影響されることが多

くの報告2）5）4）6）により明らかにされている。

落花生栽培では充実の十分な上爽を多数着爽させるこ

とが大切であるから，上英の着爽習性を明らかにする

ことは栽培一ヒきわめて重要である。落花生の開花結実

習性についてはすでに藤吉氏ら2）の報告があるが，

いずれも暖地帯での調査結果であり，大粒種の北限地

帯としての開花結実習性については明らかにされてい

ないので，この点についての調査を行ない，ほぼその

結果をえたので，ここに報告する。

　本調査にあたり，材料の提供を賜った千葉県農業試

験場竹内重之室長に対し厚く感謝の意を表する。

豆　材料および方法

　品種は干葉半位（大粒，中間性），ジャワ15号（小

粒，立性）の2品種を用い，干葉半立は1960年および

1961年に，ジャワ15号は1961年に調査を行なった。調

査株は標準栽培された圃場から，それぞれ生育中庸な

4株を厳選し，そのとり扱いは損傷を与えぬよう調査

時および管理面ではとくに注意した。調査は開花始よ

り終花期に至るまで，毎日，枝別，節位別に開花図と

して記録し，収穫時の結爽調査はこの開花図と符合さ

せて行なった。英の分類はつぎの基準によった。

　M完熟爽…一92種または1粒が完熟子実を有する

　　　　　　　もの

　1　中熟葵……2粒とも完熟していないが子実が中

　　　　　　実の段階のもの

　N　未熟泰……生英で子実が下実の段階のもの

　R　腐敗簾……病害虫により腐敗したもの

　丁　子房柄……子房柄が伸長しただけで地下侵入し

　　　　　　　なかったもの

　F　不授精花…開花のみで子房柄の伸長をみなかっ

　　　　　　　たもの

　播種は本場畑地（洪積層，埴壌土）に5月25日裸地

播とし，栽植密度（畦巾×株間）は干葉半立60cm×50

�p，ジャワ15号60cm×20cmで，いずれも2粒播1本仕

立を行なった。　施肥量は10�u当り堆肥4。0�s，硫安

0．14kg，過石0．15kg，熔燐0．26kg，塩加0。12kg，石灰

0．75kgを基肥として用い，収穫は干葉半立10月15日，

ジャワ15号は10月5日に行なった。

皿　結果および考察

1　千薬半立

　千葉半立は1960年および1961年に調査を行なった。

両年の気象経過の差異は，気温では1960年が全般的な

高温であったのに対し1961年は8月上旬の低温を除

くきわめて顕著な高温があげられ，降水量では1960年

が8月中旬時の多雨を除く顕著な寡雨のため，とくに

5月下旬から8月上旬までの土壌乾燥が甚しかったの

に対し，1961年は6月下旬（10月上旬）時の多雨を除

く顕著な寡雨のため，とくに7月下旬から9月下旬ま

での土壌乾燥が甚しかった。日照は1960年が8月中旬

を除く全般的な多照であったのに対し，1961年は前年

とほぼ同様であったが6月下旬，10月上旬の寡照が目

立った。1961年には，特殊気象として7月中旬末と8

月上旬に一時的低温（気温急降）が認められた。

（1）分枝の発生状況と開花の順序

　　分枝の発生は主茎の子葉節から第1枝，第2枝が

　対生して生じ，順次本葉節から第5，第4，第5枝

の順に多くの第一次分枝を生ずる。第5表によれば，

開花する分枝の最高主茎節は1960年，1961年とも10節

までである。第1次分枝は栄養節群（第2次分枝節群）

と結果節群からなり，互に2〜4節毎に配列され，第

1枝，第2枝では開花最高節が平均18節、第5枝では

平均15節，第4枝では平均15節までで，上位の分枝ほ

�





